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スケジュール

画面の左下にある“+”を選択し、通知スケジュールを追加
できます。“曜日”別に選択でき、“範囲”を選択してスケジュ
ールする時間帯を変更します。“通知”を選択してイベント
検知時、実行されるアラーム機能で“メール”、“LAN1～5、 
Push、FTP通知”、“サマリー”などを選択できます。

•	通知（コールバック）機能を使用しようとするとDVRを
JSS遠隔監視システムに登録する必要があります。

•	通知“スケジュール”は、システム – システムイベント設
定で、設定した、アラーム動作には影響がありません。

“サマリーEmail間隔”を設定すると決めた間隔でイベント
の内容を要約したメールを遠隔地に伝送します。

カメラ設定

一般

“番号”を選択/解除して、カメラをOn/Offさせられます。各
カメラ番号の横のチェックボックスが選択されていればカメ
ラがOn、空いていればOff状態です。選択されたカメラだけ
が監視画面に表示され、録画と再生ができます。

“タイトル”を選択すると、カメラのタイトルを決めることがで
きます。

“使用”を選択すると、“普通”、“隠し1”、“隠し2”のうちの一
つに変更できます。“隠し1”か“隠し2”に設定した場合、“隠し
カメラビュー”の権限がないユーザーがログインすると、該当
カメラの映像が監視画面に表示されず、再生時にも該当カ
メラの映像が再生されません。“隠し1”と“隠し2”の違いは、“
隠し1”に設定した場合映像は表示されませんが、各種OSD
は表示され、“隠し2”に設定した場合はカメラが接続されて
いないように、映像だけでなく各種OSDも表示されません。

“タイプ”を選択すると、カメラが対応するタイプの値を 自
動、SD、HD-TVI、AHD の中で一つを選択することもでき
ます。
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“モード”を選択すると、カメラが対応する横解像度の値を
720、960、HD、 Full HD、3MP、4MP、5MPまたは自動
の中で一つを選択することもできます。自動を選択すると、
カメラが対応する横解像度の値をDVRが自動で感知します。

PTZ

“モデル”を選択すると、PTZカメラのタイプを選択しIDを選
択すると、該当カメラをPTZモードで操作することができます。

“モード”を選択すると、なし、UTC、RS232またはRS485
の中で一つを選択することもできます。
UTC（＝CoC／Control over Coax）は、 対応しているア
ナログHDカメラだけ使用できます。

［UTCのモデル選択方法］
	- ACP：遠隔から、PF-CA4040、CA4031、CA4041、CA4032

のZOOM/FOCUS操作、カメラメニュー操作をする場合
	- JSS-D：その他の当社アナログHDカメラのPTZ等を操作す
る場合

当社カメラ以外の場合、CoC機能が正常に動作
しないことがあります。

保存する際に“最大プリセット”を選択するとカメラが対応す
るプリセットの数を設定することができます。

カメラが対応する最大プリセットの数を確認してくだ
さい。設定されている最大プリセットの数が、カメラが
対応するプリセットの数を超える場合、超過したプリ
セットに移動時カメラが誤作動することがあります。

“ポート”の項目で、PTZカメラと通信するポートをRS232
とRS485のどちらか選択することができます。この場合、も
しネットワークや遠隔制御、テキストインなど別の装置が同
一ポートを使用している場合は、その別の装置は使用でき
なくなるというアラームメッセージが表示されます。ポートを
RS232かRS485のどちらかを選択する場合、ポート設定
ボタンが活性化し、“設定…”ボタンを押すと、ポートの“ボー
レート”、“データ長”、“ストップビット”、“パリティー”値を設定
する画面が表示されます。

“ボーレート”、“データ長”、“ストップビット”、“パリティー”値を
正しく設定してください。
保存する際にID値が別のPTZのID値と重複するならば、
アラームメッセージが表示されます。ID値が重複しないよう
にもう一度設定し直してください。
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プライバシーマスキング

“プライバシーマスキング”を選択するとライブや録画画面
に適用するプライバシーマスキングを設定することができま
す（最大4つ）。

“番号”を選択すると、カメラ番号を表示したり、非表示にし
たりすることができます。

“プライバシーゾーン”をクリックすると、当該チャンネルのラ
イブ画面が全画面表示され、マウスでドラッグすることでプ
ライバシーゾーンを設定することができます。

“削除”は選択されたプライバシーマスキン
グエリアを削除します。“全て削除”は全て
のプライバシーマスキングエリアを削除しま
す。“保存”を選択すると変更事項を保存し、
プライバシーマスキングエリア設定ウィンド
ウを終了します。“キャンセル”を選択すると、
変更事項を保存せずにプライバシーマスキ
ングエリア設定ウィンドウを終了します。

SD画像には、マスキング領域を設定する際に制限
（横方向は80％までしか設定できない）があります。
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DVRの動作はビデオを録画して再生することが主要機能
です。しかし、ビデオを録画して再生することの他に、もっとい
ろいろな機能を提供します。時間別、曜日別に録画スケジ
ュールを設定することができ、多様な方法で録画されたデー
タを検索できます。また、遠隔制御、遠隔監視、録画された
映像を再生しながら同時に現在の映像を録画などの付加
的な機能を提供します。マウスの使用方法については、“第
3章 – システム設定 – メニューの使用方法“に説明されて
います。

電源を入れる
“第2章 – 設置”の説明の通りDVRを設置すれば、記録する準
備は完了です。装置に電源をつなげばシステムがブートします。

リアルタイム監視
DVRが初期化過程を完了すると、直ちに接続されているモ
ニタとスピーカによって監視画面が表示され、オーディオが
聞こえます。工場出荷時の基本モードは、全てのカメラを一
画面に表示するようになっています。選択したいカメラ画像
の上でマウスの左ボタンを押すと、該当カメラの映像を全
画面に表示します。
リアルタイム監視モードでマウスポインタを画面右端に近づけ
ると、画面の右側に下記のリアルタイム監視メニューが現れま
す。
各メニューの上でマウスのボタンを押すと、メニューを選択する
ことができます。

1 ログイン/ログアウト 7 自動切替

2 ディスプレー 8 フリーズ

3 前画面グループ 9 緊急録画

4 次画面グループ 0 アラーム

5 検索 ! 状態

6 カメラメニュー @ 設定

ステータス情報ウィンドウ
遠隔プログラムでDVRに接続した場合、このアイコンが
表示されます。

双方向オーディオに繋がっている場合、このアイコンが
表示されます。

映像拡大機能を使用する場合、このアイコンが表示さ
れます。

フリーズ機能を使用する場合、このアイコンが表示され
ます。

自動切替機能を使用する場合、このアイコンが表示さ
れます。

全体画面モードではない場合、このアイコンが表示され
ます。

イベントモニタリング中の場合、このアイコンが表示され
ます。

HDD録画状態を表示します。上書きの場合、このアイコ
ンが表示されます。

上書きを使用しない場合、残っているHDD容量が％で
表示されます

リアルタイム監視メニュー
1ログイン/ログアウト
リアルタイム監視メニューで （ログイン）又は （ログアウ
ト）を選択時、ログイン又はログアウト窓を呼びます。

2 ディスプレー

•	全画面 :リアルタイム監視メニューで （ディスプレー） 
→ （全画面）を選択すると画面が全画面に切り替わ
ります。全画面のどこかをもう一度クリックすると、全画面
になる直前の分割画面に切り替わります。
•	2×2、1×5、1×7、3×3、4×4 :リアルタイム監視メ
ニューで  （ディスプレー）を選択すると2×2 → 1×5 
→ 1×7 → 3×3→ 4×4 画面に切り替わります。
•	カメラのOSD、状態のOSD :リアルタイム監視メニュ
ーで （ディスプレー）→ （カメラのOSD）を選択する
とカメラ関連OSD機能を、 （状態のOSD）を選択す
るとシステム状態関連OSD機能をオン／オフすることが
できます。

3 前画面グループ、4 次画面グループ
リアルタイム監視メニューで （前画面グループ）、 （次
画面グループ）を選択すると、現在の画面の前/次の画面
グループに移動し、ページ番号が画面に表示されます。

5 検索

•	全てのカメラ :リアルタイム監視メニューで （検索）を
選択すると検索モードに入ります。

第4章－運用
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6 カメラメニュー

•	PTZ :リアルタイム監視メニューで （カメラメニュ
ー）→ “PTZ”を選択するとPTZコントロール機能を実行
することができます。詳しい内容は下記の“PTZ制御”部
分を参照してください。
•	拡大 :リアルタイム監視メニューで （カメラメニュー）→ 
“拡大”を選択すると映像を拡大することができます。詳
しい内容は下記の“拡大機能”部分を参照してください。
•	オーディオ :リアルタイム監視メニューで （カメラメニ
ュー）→“オーディオ”を選択するとオーディオ出力をOn/
Off  にできます。
•	色調整:リアルタイム監視メニューで （カメラメニュー） 
→ “色調整”を選択してからご希望のカメラチャンネルを
選択すると色調整画面が表示されます。ここでは各カメ
ラの明るさ、コントラスト、色の濃さ、色あいを調整すること
ができます。

ここで変更した色調整のとおりの映像が監視され
るだけでなく録画されます。

•	映像位置調整 : 映像の位置を左右に微調整することが
できます。
•	メニューコントロール :リアルタイム監視メニューで
（カメラメニュー）→“メニューコントロール”を選択してか
らご希望のカメラチャンネルを選択すると該当カメラが対
応するメニューコントロール画面が表示されます。本機能
は該当カメラがCoC機能に対応する場合のみ動作しま
す。本機能はPTZ設定でポートがRS232またはRS485
に設定されている場合使用できません。
•	グループ編集 :リアルタイム監視メニューで （カメラメ
ニュー） →“グループ編集”で画面のグループ編集モード
がスタートします。詳しい内容は下記の“画面グループ編
集機能”部分を参照してください。
•	情報 :リアルタイム監視メニューで （カメラメニュー→
“情報”を選択すると、現在接続されているカメラ情報と
記録状態を表示します。

カメラメニューは各カメラの画面でマウスを右クリッ
クして呼び出すこともできます。

	・	設定 : 設定メニューに入ります。

7 自動切替
リアルタイム監視メニューで （自動切替）を選択すると自
動切替がスタートします。自動切替をストップさせたい場合
は、もう一度 を選択してください。システム設定 – ディスプ

レー設定で“自動切替”を選択し活性化していると、画面左
下に が表示されます。

8 フリーズ
リアルタイム監視メニューで （フリーズ）を選択すると、画
面が停止されます。システム設定 – ディスプレー設定で“フ
リーズ”を選択し活性化していると、画面左下に が表示さ
れます。画面停止状態から、また を選択すると画面停止
状態が解除されます。

9 緊急録画

リアルタイム監視メニューで （緊急録画）を選択時、緊急
録画機能を使用/解除します。（設定で、緊急録画使用を
有効にしている場合に使えます。）

0 アラーム
リアルタイム監視メニューでアラーム作動中に （アラーム）
を選択すると内部ブザーを含むDVRの出力をリセットします。

! 状態
リアルタイム監視メニューで （状態）を選択するとシステ
ムイベント及び保存スペースの状態が確認できます。詳し
い内容は下記の“状態監視”部分を参照してください。

“状態”メニューの選択は、“システム検査”の権限
を持ったユーザーでログインした時だけ、可能にな
ります。

@ 設定
リアルタイム監視メニューで （設定）を選択すると設定メ
ニューに入ります。

画面グループ編集機能
画面グループ編集モードは、監視画面（分割画面）や自
分の望む配置でカメラ映像を見ることができるように
設定する機能です。

分割画面でリアルタイム監視メニューの （カメラ
メニュー）→“グループ編集”で画面グループ編集モ
ードがスタートします。画面上に黄色い枠線が現れま
す。枠線はマウスを利用して、カメラ画面を選択で
き、マウスでカメラ画像をドラッグして入れ替えること
ができ、各画面に望みのカメラ番号を配置することが
できます。画面グループ編集モードでは、操作のない
場合、約15秒で終了します。
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拡大機能
拡大機能は、リアルタイム監視モードでのみ作動します。シ
ステム設定 – ディスプレー設定で“拡大”を選択して活性化
させると、拡大モードで アイコンが表示されます。
カメラ画像の上でマウス右ボタンを押して「拡大」を選択し
ます。一画面だけ見える全画面モードでは、現在の画面が
自動的に選択されます。カメラを選択すると全画面に転換
され、右下に拡大する位置を設定する画面が表示されま
す。マウスで画面をドラッグして、拡大して見る位置を変更
することができます。マウスのホイールを上下に回すと、映
像が2倍、4倍に拡大されます。拡大画面を抜け出すには、
マウス右ボタンメニューで「画面拡大終了」を選択します。

拡大機能の応比率はカメラモードによります。

PTZ制御
PTZドームカメラをDVRで使用するためには、背面の
RS485かRS232端子のうちカメラがサポートするものをカ
メラに正しく接続してください。そして、その端子をカメラ設
定で説明したように正しく設定してください。

監視モードで現在の監視画面上にPTZカメラがある場合、
マウス右ボタンメニューでPTZを選択するとPTZモードにな
り、OSD画面に アイコンが点滅します。画面右端メニュ
ーの終了を選択すると、PTZモードを終了することができま
す。

PTZモードでマウスを用いて簡単にPTZカメラを操作するこ
とができます。該当カメラの画面でマウスの左ボタンを押し
たままでカメラを任意の方向に移動させ、マウスのホイール
を動かして映像の大きさを調整することができます。PTZモ
ードでマウスのカーソルを画面の下に位置させれば下図の
ようなPTZ制御ボックスが表示されます。

PTZ制御ボックスの をクリックするとPTZ制御ボックスが
消えます。アイコンの下をクリックしてからドラッグ＆ドロップし
てボックスの位置を変更できます。矢印アイコンをクリックし
てPTZカメラを上/下/左/右など8方向に移動させることが
できます。各アイコンの機能は下記の通りです。

拡大/縮小
近距離/遠距離焦点調整
しぼり開/閉
プリセット設定/移動

 PTZ高機能

PTZカメラを操作するためには、“PTZ制御”の権
限を持ったユーザーでログインしてください。

• マウスを用いて上/下/左/右の移動速度を制御
することができます。PTZモードでマウスの左ボタ
ンを押したままでご希望の方向に移動してから回
転速度を選択します。

•  PTZカメラが支援しない機能は選択できません。

＜プリセット設定＞
PTZモードで ボタンを押すと、“プリセット設定”設定画面
が表示され、現在位置を望みのプリセット番号に保存する
ことができます。

＜プリセット移動＞
PTZモードで ボタンを押して“プリセット移動”設定画面が
表示されたらプリセット番号を選択し、その番号に保存され
た位置にPTZカメラをすぐ移動させることができます。
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PTZモードで画面右端メニューから （PTZ高機能）を選
択すると下記のPTZ高機能メニューが表示されます。

速度、自動巡回などのPTZカメラが支
援する機能を使用できます。

イベントモニタリング機能
システム設定 – ディスプレー設定で“イベントモニタリング”
が選択されていたら、イベントが発生した場合はイベントが
連動録画されるカメラの画面だけ表示する状態に自動的
に切り替わります。
イベントモニタリングはイベント録画時間の分割表示にさ
れ、続いて新しいイベントが発生しなければ、イベントモニタ
リング画面に転換する前の画面に戻ります。

隠しカメラ機能
カメラ設定で特定カメラを“隠し1”に設定すると、ユーザー
がログインしていないか、“隠しカメラビュー”権限のないユー
ザーでログインした場合、監視画面で該当カメラの映像は
表示されなくなります。しかし、該当カメラのタイトルと現在
の状態を示すアイコンは正常に表示されます。
カメラ設定で特定カメラを“隠し2”に設定すると、ユーザー
がログインしていないか、“隠しカメラビュー”権限のないユー
ザーでログインした場合、該当カメラがoff 設定のように表示
されます。すなわち、カメラ映像はもちろん表示されず、カメ
ラタイトルはグレーになり、各種の状態アイコンも表示され
なくなります。

“隠しカメラビュー”権限を持ったユーザーがログインした場合
には、カメラが“隠し1”か“隠し2”に設定されていても隠し機能
が適用されず、映像だけでなく状態アイコンも表示されます。

状態監視
リアルタイム監視メニューまたは検索メニューで （状態）
を選択するとシステムイベント及び保存スペースの状態が
確認できます。

現在のいろいろなイベントの状態を調べることができます。
イベントが発生したところは目立つように表示されます。イ
ベントが発生してから5秒間点滅するので瞬間のイベントも
簡単に把握できます。
アラーム入力の設定で、設定した通りにアラーム入力イベン
トが発生した場合、該当 “アラーム入力”チャンネルが黄
色で強調されます。そして “モーション”、 “映像信号な
し”、“テキストイン”項目は、それぞれイベント – モーション
設定、映像信号なし設定、テキストイン設定で設定した通り
にイベントが発生した場合、該当チャンネルや項目が黄色
で強調されます。また、“アラーム入力エラー”、“録画エラ
ー”項目は、システム – モニタリング設定によってイベント状
態が表示されます。“緊急録画”項目は緊急録画を行ってい
るとイベント状態が表示されます。“ディスクフル警告”項目
と“ディスクフル”項目は“上書”モードに設定されていない場
合、システム – モニタリング設定で指定したディスクの割り
合いになった場合、或は100%フルになった場合に発生す
るイベントです。“ファンエラー”は電源コードコネクタ側のク
ーリングファンが約4秒以上動作しない場合、発生するイベ
ントです。“保存デバイスなし”はDVRの最初起動時、録画
用の保存装置に接続されていない場合発生するイベントで
す。 “ディスク構成変更”はハードディスクの入れ替わりの
後、システムを再起動する場合発生するイベントです。

“イベント状態”設定画面で“HDD”タブを選択して現在の
HDDの状態を調べることができます。
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“ディスクエラー”項目には使用されたことのないディスク
の場合は“初期化されていません”と、正常に使用されてい
るディスクの場合は“良好”と表示されます。“良好”と表示さ
れてもHDDの一部が使用できない場合、その比率が“%”
で一緒に表示されます。この比率がユーザーの指定した比
率より高い場合は“エラー”として表示され、システムイベント
が発生します。

“温度”項目には、温度を読み取れないディスクの場
合“N/A”と、温度を読み取って正常な場合は“良好”と表示
され、温度が一緒に表示されます。この温度がユーザーの
定めた温度以上の場合は“不良”と表示され、システムイベ
ントが発生します。

“S.M.A.R.T.”項目には、S.M.A.R.T.機能をサポートしな
いディスクの場合は“N/A”と、S.M.A.R.T.状態に異常があ
って24時間以内にディスクが使用できなくなる可能性のあ
る場合は“不良”と、正常な場合は“良好”と表示されます。“
不良”の場合はシステムイベントが発生します。

映像録画
“第2章–設置”部分で説明した通り、DVRを設置すると録
画ができます。
いつ録画するかについての設定は、“第3章–システム設
定–録画スケジュール設定”部分で説明されています。また、
プリイベント機能を利用する場合は、“第3章–システム設
定–プリイベント設定”部分を参照してください。録画モード
の設定については、“第3章–システム設定–録画設定”部
分に詳しく説明されています。ここでは幾つかの設定につ
いて簡略に説明します。
ハードディスクが一杯になった場合、中止するか上書きする
ことができます。初期設定は“上書”に設定されており、最も
古い録画から上書きします。“上書”を解除するとディスクが
一杯になった場合録画が中止されます。

緊急録画機能
リアルタイム監視メニューで （緊急録画）を選択するとボ
タンLEDが点き、活性化した全てのカメラで緊急録画が行
われます。その場合、画面の各カメラ画面には感嘆符の形
の  アイコンが表示されます。この緊急録画は、ユーザー
が設定した録画スケジュールに関係なく実行されます。
緊急録画状態では、システム設定–録画設定で緊急録画
のために設定されたipsと画質で録画がおこなわれます。
緊急録画状態でもう一度 （緊急録画）を選択すると、緊
急録画モードは解除されます。システム設定–録画設定で“
緊急録画期間”が設定されている場合、設定された時間の
通り緊急録画後自動に緊急録画モードが解除されます。

（設定で、緊急録画使用を有効にしている場合に使えま
す。）

HDDが“上書”に設定されていない状態なが
ら、100％フルになってしまった場合は緊急録画が
行われません。

オーディオ録音
システム設定 – 録画設定でDVRのオーディオ録音が設
定されていれば、その設定の通りビデオが録画される時に
オーディオも録音されます。

オーディオを録音する場合には、全ての関連法規
と条例を確認してください。

保存映像の再生
保存映像を再生するためには、“検索”の権限を持ったユー
ザーでログインしてください。リアルタイム監視モードで検索
メニューから検索を選択すると、検索モードに入ります。

特定カメラチャンネルを選択すると選択したチャンネルの映
像を再生します。
検索モードの初期位置は以前に再生した位置か、録画の
最後の位置です。録音されたオーディオの再生は該当カメ
ラが全画面ではなければなりません。

“隠し”として設定されたカメラの場合、隠し機能が
再生モードでも同様に適用されます。

選択したいカメラ画像をマウス左ボタンで選択すると、該当
カメラの映像を全画面で見ることができます。
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マウスを再生画面の下側に置くと、次のような録画テーブ
ル検索画面（単純表示）が表示されます。

前の映像に移動 高速再生

再生/一時停止 高速逆再生

次の映像に移動

映像検索
検索モードでマウスを画面の右端に近づけると、画面の右
側に下記の検索メニューが現れます。マウスを合わせて左
ボタンを押すことで各機能を選択することができます。

1 ブックマーク 8 検索

2 ディスプレー 9 緊急録画

3 前画面グループ 0 アラーム

4 次画面グループ ! 保存

5 監視 @ 状態

6 移動 # データベース

7 カメラメニュー

検索メニュー
1 ブックマーク
検索メニューで （ブックマーク）を選択して現在再生時点
をブックマークに追加します。詳しい内容は“ブックマーク”
部分を参照してください。

2 ディスプレー

•	全画面 : 検索メニューで （ディスプレー）→ （全画面）
を選択すると、該当するカメラ画面が全画面に切り替わ
ります。全画面のどこかをもう一度クリックすると、全画面

になる直前の分割画面に切り替わります。
•	カメラのOSD、状態のOSD :リアルタイム監視メニュ
ーで （ディスプレー）→ （カメラのOSD）を選択する
とカメラ関連OSD機能を、 （状態のOSD）を選択す
るとシステム状態関連OSD機能をオン／オフすることが
できます。

3 前画面グループ、4 次画面グループ
検索メニューで （前グループ）、（次グループ）を選択す
ると、現在の画面の前/次の画面グループに移動し、ページ
番号が画面に表示されます。

5 監視
検索メニューで （監視）を選択すると、検索モードから抜け
出してリアルタイム監視モードに戻ります。

6 移動

•	最初へ : 検索メニューで （移動）“最初へ”を選択する
と、録画された映像の最初の画面に移動します。
•	最後へ : 検索メニューで （移動）“最後へ”を選択する
と、録画された映像の最後の画面に移動します。
•	日時指定検索 : 検索メニューで （移動）“日時指定検索”
を選択すると、日付と時間で録画映像を検索することがで
きます。

移動する日付/時刻を設定した後、“決定”を選択すると該
当録画映像に移動します。

7 カメラメニュー

•	拡大 : 検索メニューで （カメラメニュー）→“拡大”を選
択すると映像を拡大できます。“拡大”をもう一度選択する
と拡大モードが解除されます。
•	オーディオ : 検索メニューで （カメラメニュー） “オーデ
ィオ”を選択するとオーディオ出力をOn/Off にすることが
できます。録音されたオーディオは、該当カメラを全体画
面で再生する時だけ再生できます。
•	グループ編集 : 検索メニューで （カメラメニュー）→“グ
ループ編集”でグループ編集モードが開始します。詳しい
内容は“リアルタイム監視–画面グループ編集機能”部分
を参照してください。
•	検索終了 : 検索モードから抜けてリアルタイム監視モー
ドに戻ります。
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8 検索

•	イベントログ検索 : 検索メニューで （検索）→“イベン
トログ検索”を選択すると、イベントログを利用して録画
映像を検索できます。詳しい内容は以下の“イベントログ
検索”部分を参考してください。
•	録画テーブル検索 : 検索メニューで （検索）→“録画
テーブル検索”を選択すると、録画テーブルを利用して録
画映像を検索できます。詳しい内容は以下の“録画テー
ブル検索”部分を参考してください。
•	モーション検索 : 検索メニューで （検索）→“モーショ
ン検索”を選択すると、モーション検索の結果を基準とし
て録画映像を検索できます。詳しい内容は以下の“モー
ション検索”部分を参考してください。
•	テキストイン検索 : 検索メニューで （検索）→“テキス
トイン検索”を選択すると、テキストイン検索の結果を基
準として録画映像を検索できます。詳しい内容は以下
の“テキストイン検索”部分を参考してください。
•	サムネイル検索 : 検索メニューで （検索）→“サムネイ
ル検索”を選択すると、サムネイル検索の結果を基準とし
て録画映像を検索できます。詳しい内容は以下の“サム
ネイル検索”部分を参考してください。

9 緊急録画
検索メニューで （緊急録画）を選択すると緊急録画機能を
使用/解除します。（設定で、緊急録画使用を有効にしてい
る場合）

0 アラーム
検索メニューでアラームが作動している間 （アラーム）を選
択すると、内部ブザーを含むDVRの出力をリセットします。

! 保存

•	ツータッチクリップコピー : 検索メニューで （バックア
ップ）→“ツータッチクリップコピー”を選択すると、ある二
つのポイントを指定し、ポイント間のデータをコピーするこ
とができます。詳しい内容は以下の“バックアップ”部分を
参照してください。

•	バックアップ : 検索メニューで （保存）→“バックアップ”
を選択するとすぐ“クリップコピー”設定画面が表示され、“
開始”と“終了”時刻をデータの最初と最後に決めるなど
お好みで調節できます。詳しい内容は以下の“バックアッ
プ”部分を参照してください。

@ 状態
検索メニューで （状態）を選択するとシステムイベント及び
保存スペースの状態が確認できます。詳しい内容は“リアル
タイム監視 – 状態監視”部分を参照してください。

“状態”メニュー選択は“システム検査”の権限を
持ったユーザーでログインした場合、可能です。

# データベース
検索メニューで （データベース）を選択すると、“録画”（メイ
ン保存装置に録画されたデータ検索）または“外部”（他のシ
ステムで使ったディスクを接続時、録画されているデータ検
索）を選択することができます。

イベントログ検索
検索メニューで“イベントログ検索”を選択すると、下のようなイ
ベントログ検索画面が表示されます。検索されたイベントログリ
ストで、右下の矢印によってリスト上で上下に移動できます。

イベントログ検索画面で特定イベントを選択すると、連動
録画が行われたチャンネルの選択日時に該当する映像が
画面に停止状態で表示されます。
登録されたユーザーでログインしていれば、イベントログ検
索画面を表示するために特別に必要なユーザー権限はあ
りません。もちろん、検索するためには“検索”権限を持った
ユーザーでログインしてください。
イベントログ検索画面で左下の“条件…”を選択すると、“イ
ベントログ検索条件”の設定画面が表示されます。
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“開始”で“始め”を選択すると、保存されたデータのうち最
初の時刻で設定され、“終了”で“終わり”を選択すると、保存
されてデータのうち最後の時刻で設定されます。“始め”や“
終わり”のチェック表示を外すと、検索する期間を直接変更
できます。 を選択すると選択したブックマークの時点を開
始または終了時間に設定できます。

“開始”または“終了”時間をユーザーが指定する場合に
は、“時間重複検査”を選択/解除できます。“時間重複検
査”が選択されていなければ、システムの使用途中でシステ
ム時間が変更され、ユーザーが指定した“開始”時間が二ヶ
所以上ある場合、そのどちらかを選択せよという画面が表
示され、やはりユーザーが指定した“終了”時間が二ヶ所以
上ある場合、そのどちらかを選択せよという画面が表示され
ます。そして、ユーザーが選択した“開始”と“終了”時間帯に
発生したイベントだけが検索され表示されます。そうでなく“
時間重複検査”が選択されれば、全ての“開始”、“終了”時
間帯に発生したイベントを検索します。

“アラーム入力”でアラーム入力イベントを検索するアラー
ム入力チャンネルを選択します。

“モーション”でモーション感知を検索するカメラチャンネル
を選択します。

“映像信号なし”で映像信号なしのイベントを検索するカメ
ラチャンネルを選択します。

“テキストイン”でテキストインのイベントを検索するチャンネ
ルを選択します。

“録画チャンネル”でイベントを検索する録画チャンネルを
選択します。ここで設定された録画チャンネルのうち、一つ
でも連動録画が発生したイベントのみ検索します。どのカメ
ラも選択しなければ、連動録画カメラが一つもないイベント
のみ検索します。

“緊急録画”、“録画を確認”、“アラームインを確認”、“ディ
スクフル警告”、“ディスクエラー”、“ディスク温度”、“ディスク
S.M.A.R.T.”、“ディスク構成変更”、“ファンエラー”などのシス
テムイベントを検索する際に含めるかどうかを設定できます。

録画テーブル検索
検索メニューより“録画テーブル検索”を選択すると下図の
ような録画テーブル検索画面を表示します。

<単純表示>

＜併合表示＞

＜チャンネル別表示＞

録画テーブル検索画面は現在画面に表示するチャンネル
の録画情報を表示します。検索画面の上段へ日付及び時
間情報が表示され、録画テーブルの白色の縦線は現在再
生位置を表示します。前面パネルの矢印ボタンを利用して
現在再生位置を区間単位で移動することが可能であり、マ
ウスを利用するとより簡単に再生位置を変更することがで
きます。
ユーザーがシステム時間を過去に戻して録画を行い、同時
間帯に1つ以上の映像がある場合、重複した時間帯は黄
色の分離線で分けられて録画テーブルに表示されます。

録画テーブルの後段へ表示するほどより最新デー
タであります。

併合表示検索画面の左下の を選択すると現在の画面
へ表示するチャンネルの録画情報が表示されるチャンネル
別表示モードに変わり、 を選択すると検索及び再生道具
のみ表示される単純表示モードに変わります。単純表示検
索画面で を押すか、チャンネル別表示画面で を押すと
併合表示モードに変わります。
（拡大表示）を選択すると8時間（1920×1080 解像度

からは12時間）の録画情報が表示されて1分単位区間で
構成されます。（縮小表示）を選択すると24時間の録画
情報が表示されて3分単位区間で構成されます。画面へ
表示する日付及び時間より以前あるいは以後の録画デー
タが存在する場合、日付及び時間情報表示欄の両方へス
クロールが表示されます。スクロールを前面パネルの矢印
ボタンあるいはマウスでクリックしてからドラッグして当該録
画データの情報を確認することができます。

• 区間別録画映像が複数のモードで録画されていた
ら“緊急（赤色）→ プリイベント（黄色）→ イベント（紫
色）→ タイムラプス（青色）”録画の順に表示します。

• 低解像度のSDをズームすると、画像が表示され
ないことがあります。
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を選択するとカレンダー検索画面が表示されます。

録画された映像がある日付が白色に表示され、その日付だ
け選択できます。日付を選択すると選択された日付の最初
に当たる時間に該当する映像が画面に停止状態で表示
されます。イベントログ検索と同様に現在の画面に録画さ
れた映像がない場合には、16分割画面で録画された映像
のある画面を簡単に探すことができます。

を選択すると検索メニューが表示され、必要な機能を実
行することができます。

•	移動 : 録画された映像の最初の画面また
は最後の画面に移動したり、日時で録画
映像を検索したりできます。
•	バックアップ : バックアップが行えます。
•	拡大 : 再生画面を拡大することができま
す。
•	低速再生 : 再生画面を遅くできます。
（×1/2、×1/3、×1/4、×1/6、×1/8）

検索画面の下段にある各再生ボタンの機能は次の通りで
す。

前の映像に移動 高速再生

再生/一時停止 高速逆再生

次の映像に移動

選択するとブックマーク画面が表示されます。詳しい内
容は“ブックマーク”部分を参照してください。
検索メニューの左上の を選択して録画テーブル検索メニ
ューを閉じます。

テキストイン検索
検索メニューで“テキストイン検索”を選択すると、下のような
テキストイン検索画面が表示されます。

トランザクションリストで特定トランザクションを選択すると、
選択された日時に該当する映像が画面に停止状態で表示
されます。イベントログ検索と同様に現在の画面に録画さ
れた映像がない場合は、4分割画面で録画された映像のあ
る画面を簡単に探せます。

1倍速再生時には、画面上にテキストイン情報が
重ねて表示されます。別の速度では表示されませ
ん。

左下の“条件…”を選択すると、テキストイン検索で検索す
る条件を設定することができます。

“開始”で“始め”を選択すると、保存されたデータの最初の
時刻で設定され、“終了”で“終わり”を選択すると、保存され
たデータの最後の時刻で設定されます。“始め”や“終わり”
のチェック表示を外すと、検索する期間を直接変更できま
す。 を選択すると選択したブックマークの時点を開始また
は終了時間に設定できます。
検索するテキストイン“チャンネル”を選択することができます。
テキストイン装置を選択して汎用テキストのようなテキストイ
ン装置のタイプを選択することができます。現在の設定画
面の内容は、汎用テキストに関した検索設定内容です。

“+”を選択して検索変数設定を追加することができます。
右側の を選択して当該項目及び全体項目を削除するこ
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とができます。検索変数設定の詳細内容は“付録 – テキス
トイン情報のクエリー例”をご参照ください。
“条件”を選択して大小文字を区分可否、正確に一致す
る単語のみ検索するかどうか、重複されたトランザクションを
除去可否などの検索条件が設定できます。

“取込”を選択して保存された検索条件設定値を読み込
むことができます。

“保存”を選択して現在検索条件設定値を保存できます。
スクリーンキーボードを利用して検索条件名を入力します。
設定が終わってから“検索”を選択すると、検索後に“テキス
トイン検索”の設定画面に戻ります。

サムネイル検索
検索メニューで“サムネイル検索”を選択すると、下のような
サムネイル検索画面が表示されます。

画面下の ボタン、または画面右の ボタンを押すと、連
動録画が行われたチャンネルで、特定の日付の映像を検索
することができます。
画面下の ボタン、または右の ボタン
を押すと、映像の間隔を日付/時間/分単位で変更するこ
とができます。
画面下の 、または右側の ボタンを押すと、日付/
時間/分単位で映像を前後に移動することができます。
選択した日付や時間に該当する映像がない場合、画面に“
イメージが探せません”と表示されます。画面をダブルクリッ
クすると、その日付の単位が 時間 分に変更されます。

ブックマーク
検索メニューで“ブックマーク”を選択すると、“ブックマーク”
設定窓が表示されます。

“現在位置追加”を選択して現在再生時点をブックマークに
追加します。ブックマーク設定メニューから特定のブックマーク
を選択すると登録された再生時点に移動することができます。

 保存可能ブックマークの数は64個までです。

設定されたブックマーク項目の右側の  の表示を選択し
てそのブックマークを削除することができます。

バックアップ
任意の二つの時点を設定してその間の録画データをバッ
クアップすることができます。検索メニューで“保存 – ツータ
ッチクリップコピー”を選択すると1番目の時点が設定されカ
メラ左下位置に アイコンが表示されます。
再び一度“保存 – ツータッチクリップコピー”を選択すると
2番目の時点が設定されバックアップ設定窓が表示されま
す。指定した二つの時点の範囲が“開始”と“終了”時刻に
自動に設定されます。
検索メニューで “保存 – バックアップ”を選択すると“バック
アップ”設定窓が表示され“開始”と“終了”時刻を設定できま
す。

を選択すると選択したブックマークの時点を開始または
終了時間に設定できます。

“チャンネル”でどのカメラの映像を保存するのかを選択し
てください。“パスワード”を登録すると、このファイルを再生す
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る時、パスワードの入力が必要になります。パスワード使用す
るかどうかを選択しパスワードを設定してください。“メディア選
択”で保存するメディアを選択してください。“ファイル名”を選
択して保存するファイル名を設定してください。最高63字まで
入力できます。

•	ファイル名を設定する場合、\、/、:、*、?、“、<、>、| 
などの文字は使用できません。

“テキストインのデータ含み”を選択すると当該録画映像の
テキストイン情報がある場合、テキストイン情報を映像と共
に保存します。

“DVR名使用”を選択すると、バックアップファイル名にサイ
ト名を追加します。

バックアップファイル名にサイト名を追加する場合、
サイト名に使用された \、/、:、*、?、“、<、>、| などの
文字は“_”に代わります。

“開始”を選択すると指定した保存範囲のバックアップする
データ容量を計算して表示します。ただし、ワンタッチバック
アップモードでは保存媒体の容量に合わせて保存範囲が
自動に設定されます。また選択した保存媒体に空き容量が
足りない場合には空き容量に合わせてバックアップすること
ができます。時間範囲と容量を確認してから“継続”を選択
するとバックアップが始まります。バックアップが開始される
と、“キャンセル”を押してバックアップをキャンセルでき、“閉じ
る”を押して画面を隠すことができます。“閉じる”を選択しても
バックアップは続けられ、作業が完了するとそれを確認する
画面が表示されます。

2GBを超える場合には保存範囲を調節してファイ
ルサイズを減らしてください。2GBを超える映像区
間をバックアップする場合、システムが2GB単位
に分けて保存します。

バックアップで作ったファイルをWindows®上で実行して、
保存された動画を再生することができます。再生方法に関
する詳しい内容は、JSS遠隔監視システムの取扱説明書を
ご覧ください。

USB保存メディアの場合、外部でFAT32に初期
化されたものを使用してください。USBハードディス
クをFAT32に初期化して使用する方法は、“付録– 
USBハードディスクのインストール”部分に説明され
ています。

USBバックアップの途中でUSBケーブルを抜いた
り、USB装置の電源を切ったりしないでください。も
し、バックアップの途中でケーブルが抜けたり装置
の電源が切れたりした場合、DVRシステムが誤動
作や外付USB装置のファイルシステムが損傷して、
再度アーカイブを試みる場合にアーカイブができな
いというエラーメッセージが表示されることがありま
す。このエラーメッセージを取り除くには、DVRを終
了させて再起動させなければなりません。もし、USB
ハードディスクのファイルシステムが損傷したなら
ば、DVRを再起動してもアーカイブを試みる際にエ
ラーメッセージが出続けるようになります。そのような
場合はUSB-HDDをもう一度初期化するか、市販
の復旧プログラムを利用して外付ドライブのファイル
システムの損傷した部分を復旧してください。
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WEB Client 2はインターネット上で遠隔地の映像を監視
及び検索できるもので、ウェブブラウザ（Google Chrome
あるいはMicrosoft Edge）を用いて簡単に接続できま
す。WEB Client 2を実行するために必要なPCのシステム
要求事項は、下記の通りです。

•	OS : Microsoft® Windows®10（Home、Pro）、
Microsoft® Windows®11
•	CPU : Intel Pentium IV 2.4以上（Core 2 Duo 
E4600推奨）
•	RAM : 1GB以上（2GB推奨）
•	VGA	: 128MB以上（1280×1024、24bpp以上）
•	Microsoft	Edge	: 98.0.1108.43以上
•	Chrome	: GoogleChrome 22.0.1229.0以上（59.
xxx以上推奨）

1 ウェブブラウザを実行してからアドレス入力欄へ以下の
情報を入力してください。

- http://IPアドレス:ポート番号”（DVRシステムIPアドレス及
びネットワーク – WEB Client 2設定から設定したWEB 
Client 2接続ポート番号（デフォルト値 : 12088）入力）

- 或いは“http://UCNサーバアドレス/UCN名”（UCNサーバ
アドレス及びUCNサーバへ登録されたDVR名入力）

- 或いは“http://www.dvronline.net”（ログイン時DVR IPアド
レス或いはUCNサーバへ登録したUCN名を入力要求）

• 接続するDVRのIPアドレス及びWEB Client 2
のポート番号はネットワーク管理者へお問い合わ
せください。

2 初めてWEB Client 2を使用する場合、「インストール
が必要です」の画面が表示されます。
• 次の画面が表示されたら、ボタンをクリックし

て「installCWG_Jss.exe」ファイルをダウンロ
ードします。

• ダウンロードしたファイルのあるフォルダまで移動して
から、installCWG_Jss.exeファイルを実行します。

3 WEB Client 2のログイン画面が出たら、
“WebWatch”（ウェブ監視）または
“WebSearch”（ウェブ検索）を選択します。ID及びパ
スワードを入力して[LOGIN]ボタンをクリックすると選択
したモードに接続されます。

• Microsoft® Windows®では映像転送速度の低
下によりWEB Client 2のスクリーンの画面が
表示されなかったり、更新しなかったりする恐れが
あります。本症状の場合は、ご使用のPCのオート
ー チューニング機能の解除をお勧めします。

• 管理者権限でコマンドプロンプト実行（“スタート”
メニュー ➡“すべてのプログラム” ➡“コマンドプ
ロンプト” ➡ マウスの右ボタンを利用し、“管理者
として実行”選択）。“netsh int tcp set global 
autotuninglevel=disable”を入力してからＥＮＴ
ＥＲキーを押してください。PCは再起動してから
変更された設定を適用します。

• オートーチューニング機能を再度復旧する
ためには管 理 者 権 限でコマンドプロンプト
を実行してから“netsh int tcp set global 
autotuninglevel=normal”を入力してくださ
い。PCは再起動してから変更された設定を適用
します。

第5章－WEB	Client	2
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ウェブ監視モード
ウェブ監視は遠隔地の映像をリアルタイムで監視できる遠
隔離ウェブ監視のプログラムです。

1

マウスのポインタをWebWatchのロゴ部分に置
くとWEB Client 2のバージョンを確認すること
ができます。

2
現在の日付時刻情報を表示します。（使用して
いるPCの時刻）

3 ログイン情報を表示します。

4

画面モードを選択します。画面モードを変更す
る場合、現在のスクリーンで選択したカメラが
変更されるレイアウトの1番目のセルに位置し
ます。

5

を押すと現在見ている映像をPCに接続されて
いるプリンタで印刷します。監視したいカメラ
を選択します。

6
を押すと現在見ている映像を画像ファイルで

保存します。

7

を押すと描画モードおよびOSD表示およびア
ラームアウトの警告音を設定することができま
す。描画モードを選択して映像を出力する速度
を調節、OSD表示リストから画面に表示される
OSD情報を選択することができます。アラーム
アウト警告音をOn/Offから選択できます。

8
を押すと遠隔地のDVRイベント、カメラ、ス

トリーム設定などの設定ができます。

9 を押すとウェブ検索モードに切り替えます。

0

監視したいカメラを選択します。矢印ボタンを
利用して以前のカメラグループまたは次のカメ
ラグループに移動します。

! 遠隔地のPTZカメラを制御します。

@ 監視映像の画質を調節します。

#

カメラの簡単設定を行うことができます。映像
モードをデイ/ナイト別にプリセットまたはユー
ザー設定できます。

• プリセット：Natural（自然）、Vivid（鮮明）、
De Noise（ノイズ除去）の中から選択できます。

• カスタム : 手動に各々の値を設定できます。
Sharpness（シャープネス）、Contrast（コントラス
ト）、Colors（色の濃さ）、 Brightness（明るさ）を
設定できます。

$

遠隔地のアラーム出力装備を制御します。矢
印ボタンを利用して以前のアラームグループ
または次のアラームグループに移動します。

%

下段部のイベントステータスウィンドウは、
遠隔地で感知されたイベントリストを表示し
ます。

^

画面よりカメラを選択してマウスの右ボタン
をクリックするとポップアップメニューを表
示します。

画面よりカメラを選択してマウスの右ボタンをクリックすると
ポップアップメニューを表示します。

•	カメラタイトル変更 :カメラタイトルを変更することができ
ます。
•	オーディオオン : 遠隔地とのオーディオの送受信機能を
提供します。項目を選択するとオーディオ ボタンが表
示されます。 ボタンを選択するとマイクを利用して遠隔地
に音声を送ることが可能であり、 ボタンを選択するとスピ
ーカから遠隔地のオーディオを再生することが可能です。

ボタンと ボタンをすべて選択すると遠隔地と両方向オ
ーディオの送受信が可能になります。 ボタンを選択する
とオーディオ送受信が非活性化します。
•	画面レート :スクリーン上に見える映像の出力レートを
変更することができます。
•	ブロック現象改善 : 拡大映像から見られるブロック現象
を除去し、画面へ表示する映像の出力品質を向上させる
ことができます。
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• ウェブ監視モードより変更されたカメラ名は遠隔
地システムには影響しません。また、カメラ名を入
力しない場合、遠隔地より設定したカメラ名がス
クリーン上に表示されます。

• 接続したオーディオ制御機能をサポートする場合、
当該カメラスクリーンに アイコンが表われます。

ウェブ検索モード
ウェブサーチは遠隔地の録画映像を検索することができる
遠隔地ウェブ検索プログラムです。

ウェブ検索スクリーンからの遠隔地接続は30分以上
の操作がない場合、自動解除されます。

1

マウスのポインタをWebSearchのロゴ部分に置
けばWEB Client 2のバージョンを確認すること
ができます。

2
現在の日付時刻情報を表示します。（使用している
PCの時刻）

3 ログイン情報を表示します。

4

画面モードを選択します。画面モードを変更す
る場合、現在のスクリーンで選択したカメラが
変更されるレイアウトの1番目のセルに位置し
ます。

5

を押すと現在見ている映像をPCに接続されて
いるプリンタで印刷します。

映像調整は一時停止状態でのみ適用され
ます。

6

を押すと現在見ている映像をPCに接続されて
いるプリンタで印刷します。

実行ファイルで保存する時、“プレーヤー”オ
プションを選択すると保存ファイルのサイズ
や保存時間を減らすことができます。ファイ
ル再生に必要な専用ビューアープログラム
はブラウザのURL入力欄に下記の情報を
入力してダウンロードできます。

- UCNを使用する時：“http://UCNサーバア
ドレス/UCN名前/JSS-Player.exe”（UCN
サーバアドレス及びUCNサーバに登録され
たUCN名前入力）

- UCNを使用しない時：“http://IPアドレス:
ポート番号JSS-Player.exe”（DVRシステム
IPアドレス及びネットワークWEB Client 2
設定で設定したWEB Client 2接続ポート
番号（基本値 : 12088）入力）

7
を押すと現在みている映像を画像ファイルで

保存します。

8

を押すと描画モード（DrawingMode）、

OSD表示（OSD Setup）、時間精度と応答性
の選択（OthersSetup）、そしてデュアルスト
リームの再生優先順位の設定をすることがで
きます。描画モードを選択して映像を出力す
る速度を調節することができ、OSD表示リス
トから画面に表示するOSD情報を選択するこ
とができます。その他の設定を選択して、時
間精度より応答性を優先するように設定でき
ます。デュアルストリームの再生優先順位は
Dynamic Control、Main Stream Priority、Sub 
Stream Priorityの中から選択できます。

9 を押すとウェブ監視モードに切り替えます。

0

検索したいカメラを選択します。矢印ボタンを
利用して以前のカメラグループまたは次のカメ
ラグループに移動します。

! 映像を縮小・拡大します。

@ 映像の明るさを調節します。

#

映像に様々なイメージフィルターを適用します。

映像調整は一時停止状態でのみ適用さ
れます。

$

特定の日付の映像をカレンダー検索で探すこと
ができます。録画された映像がある日付は水色
で表示されます。日付を選択すると、その日付
のもっとも早い時間に録画された映像が静止画
の状態で表示されます。選択された日付はオレ
ンジ色で表示されます。
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%

“TimeLapse”を選択するとタイムラプス検索
モードを利用し、録画映像を時間順に従って検
索・再生します。タイムラプス検索モードでの
検索は日付の単位で行われ、カレンダーで検索
する日付を選択することができます。画面下の
タイムテーブルではカレンダーで選択した日付
の録画映像の時間情報を表示します。時間を選
択すると、その時間帯の映像を画面に表示しま
す。選択した時間帯に1つ以上の映像がある場
合、セグメントを選択することができます。

^

“Event”を選択するとイベント検索モードに
なり、ユーザーが指定する特定な条件に満足す
るイベントを検索することができます。

&
再生ボタンを押すと指定した状態で映像を再生
することができます。

*
“Goto”を押すと検索する、特定の時間帯の映
像にすぐ移動することができます。

(
“Reload”を押すと遠隔地の最新録画映像を再
び読み込みます。 

)

選択したカメラの録画情報を時間単位で表示し
ます。カメラのシステム時間が過去に変更さ
れ同一の時間帯に1つ以上の映像が存在する場
合、タイムテーブルの右上のセグメントメニュ
ーでどのビデオセグメントを検索するか指定す
ることができます。

a

画面よりカメラを選択してマウスの右ボタンを
クリックするとポップアップメニューを表示し
ます。

•	カメラタイトル変更 :カメラタイトルを変更することがで
きます。
•	オーディオオン : 当該映像を保存しながらオーディオも
一緒に録音している場合にチェックするとオーディオを出
力します。（単一画面再生時に限る）
•	画面レート :スクリーン上に見える映像の出力レートを
変更することができます。
•	ブロック現象改善 : 拡大映像から見られるブロック現象
を除去し、画面へ表示する映像の出力品質を向上させ
ることができます。

ウェブ検索モードより変更されたカメラ名は遠隔地
システムには影響しません。また、カメラ名を入力し
ない場合、遠隔地より設定したカメラ名がスクリー
ン上に表示されます。
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USBハードディスクのインストール
USBハードディスクをDVRに接続するためには、事前に
Windows® PCを用いて初期化する必要があります。本章
ではこの初期化の方法について説明します。

USBハードディスクの初期化は、Windows®のバ
ージョンにより多少異なる場合があります。

1	 USBケーブルを使用してUSBハードディスクをPCに接
続します。

2	 PCを起動させます。

3	 USB装置のアイコンがタスクバーに表示されます。

4	 もしUSBハードディスクのパーティションが既に作成さ
れ、データが保存されている場合、他のハードディスク
と同様にマイコンピュータで内容を確認できます。｢登
録情報｣→｢一般｣→｢ファイルシステム｣の順にアイコ
ンにカーソルを当てて、マウスの右ボタンをクリックして
確認します。もし、ファイルシステムがFAT32フォーマッ
トでない場合、USBハードディスクをFAT32フォーマッ
トにフォーマットし直します。

5	 USBハードディスクのパーティションを作成するには｢
管理者ツール｣→｢コントロールパネル｣→｢コンピュー
タ管理｣を実行します。｢保存装置｣の｢ディスク管理
者｣を開けて、USBハードディスクの未割当領域にマウ
スカーソルを当て、マウスの右ボタンをクリックしてパー
ティションを作ります。

6	 ｢パーティション作成ウィザード｣で｢Next｣をクリックする
と、｢メインパーティション｣画面の説明に従ってパーテ
ィションを作ります。ファイルシステムをFAT32に選択
したかどうか確認します。

パーティションのサイズはマイクロソフトの制限があ
るため、32GBより小さく設定してください。

7	 フォーマットを完了すると、USBハードディスクがマイコ
ンピュータ内に追加されます。

8	 DVRにUSBハードディスクを接続します。

テキストイン情報のクエリ例

クエリ例1

12 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 0
1 2 3 4 5 6

I tem

Coke
Fanta

Hotdog
Pepsi

Thank you~ ~

Qty

1(s)
1(s)
3(s)
1(s)

Uni t  pr ice

| 　 $ 　 2 . 2 0 　 |
| 　 $ 　 2 . 2 0 　 |
| 　 $ 　 3 . 5 0 　 |
| 　 $ 　 1 . 9 5 　 |

Amount

|　 $　 2 . 2 0
|　 $　 2 . 2 0
|　$　10 . 5 0
|　 $　 1 . 9 5

===========================================================

===========================================================
toal:　 $ 1 6 . 8 5

12 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 0
1 2 3 4 5 6

I tem

Coke
Fanta
Hotdog
Pepsi

Thank you~ ~

Qty

1(s)
1(s)
3(s)
1(s)

Uni t  pr ice

|　 $　 2 . 2 0　 |
|　 $　 2 . 2 0　 |
|　 $　 3 . 5 0　 |
|　 $　 1 . 9 5　 |

Amount

|　 $　 2 . 2 0
|　 $　 2 . 2 0
|　$　10 . 5 0
|　 $　 1 . 9 5

===========================================================

===========================================================
toal:　 $ 1 6 . 8 5

このテキストイン情報では、比較値が左端から17文字目
（Unit price）、28文字目（Qty）、および40文字目（Amount）
に位置しています（スペース文字を含みます。$記号は自動的
に無視されます）。この場合、コラムボックスの各行に17、28
、40を入力できます。例えば、Qty（数量）が1より大きいCoke
と、amount（合計金額）が8ドルを超えるHotdogを検索する
場合は、検索条件を次のように設定できます。

クエリ例2

12 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 0
1 2 3 4 5 6

I tem

Coke
Fanta

Hotdog
Pepsi

Thank you~ ~

Qty

1(s)
1(s)
3(s)
1(s)

Uni t  pr ice

| 　 $ 　 2 . 2 0 　 |
| 　 $ 　 2 . 2 0 　 |
| 　 $ 　 3 . 5 0 　 |
| 　 $ 　 1 . 9 5 　 |

Amount

|　 $　 2 . 2 0
|　 $　 2 . 2 0
|　$　10 . 5 0
|　 $　 1 . 9 5

===========================================================

===========================================================
toal:　 $ 1 6 . 8 5

12 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 0
1 2 3 4 5 6

I tem

Coke
Fanta
Hotdog
Pepsi

Thank you~ ~

Qty

1(s)
1(s)
3(s)
1(s)

Uni t  pr ice

|　 $　 2 . 2 0　 |
|　 $　 2 . 2 0　 |
|　 $　 3 . 5 0　 |
|　 $　 1 . 9 5　 |

Amount

|　 $　 2 . 2 0
|　 $　 2 . 2 0
|　$　10 . 5 0
|　 $　 1 . 9 5

===========================================================

===========================================================
toal:　 $ 1 6 . 8 5

このテキストイン情報では、比較値が左端から17文字目（Unit 
price）、28文字目（Qty）、および40文字目（Amount）に位置
しています（スペース文字を含みます。$記号は自動的に無視
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されます）が、Amountカテゴリの行がItemとは異なっています。
この場合、コラムボックスの各行に17、28、40を、列ボックス
には次行を示す1を入力できます。例えば、Qty（数量）が1より
大きいCokeと、amount（合計金額）が8ドルを超えるHotdog
を検索する場合は、検索条件を次のように設定できます。

時間重複
使用者が時刻を戻して録画を行う場合、同一の時間帯に
一つ以上の録画映像が存在する可能性があります。この
場合、重なった時間の録画映像はセグメントを区分して検
索する必要があります。例えば、1時より5時までの録画映
像が存在する場合、使用者がシステム時間を5時より3時
に変更してから6時まで録画を行うと3時より5時までの録
画映像が二つ存在することになります。この場合に3時よ
り5時までの時間帯には二つのセグメントは発生します。

重なった時間の録画映像を検索する時には特定時間また
は時間範囲を選択することができます。重なった空間の3時
より5時の間の区間で“日時指定検索”などの検索メニュー
を用いてある特定の検索時間を指定する場合、“4時”の録
画映像を検索しようとすると重なった二つのセグメントの中
にどのセグメントの4時なのかを選択する必要があります。

“セグメント”の字の前の数字が小さいものが後に
録画したデータです。

時間が重なった3時～5時区間で、“イベントログ検索”、“テ
キストイン検索”及び“モーション検索”などの検索メニューを
使用して検索時間範囲を指定する場合、“4時～5時”の間
の録画映像を検索したい場合には、重なった二つの検索
開始と終了時間の中に一つを選択する必要があります。
選択できる検索範囲は下記の通りです。

•	セグメント1の4時～セグメント1の5時
•	セグメント1の4時～セグメント2の5時
•	セグメント2の4時～セグメント2の5時
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システムログの種類

システム開始 緊急録画開始

システム終了 緊急録画終了 

システム再開始 全てのデータ削除

アップグレード ディスク削除

アップグレードエラー ディスク初期化

電源エラー ディスクフル

時間変更 ディスク構成変更

標準時間帯変更 ディスク ‘番号’ : ‘シリアルナンバ’

タイムサーバー成功 ディスク ‘番号’ : 除去された

タイムサーバー失敗 自動削除

ディスクエラー 検索開始

ログイン 検索終了

ログアウト バックアップ開始

設定開始 バックアップ終了

設定終了 バックアップキャンセル

遠隔設定変更 バックアップ失敗

遠隔設定エラー バックアップユーザー

設定読込 バックアップスタート

設定読込失敗 バックアップ終了

設定保存 バックアップ映像再生時間

設定保存失敗 バックアップカメラ

設定保存取消 コールバック失敗

スケジュール作動

スケジュール終了
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エラーコードの種類

アップグレードエラーコード

番号 タイプ 番号 タイプ

0 原因不明のエラー 301 遠隔ネットワークエラー

1 ファイルバージョンに合いません 302 遠隔アップグレードの権限がありません

2 OSバージョンに合いません 303 遠隔アップグレードファイルの保存失敗

3 SWバージョンい合いません 304 ユーザーが遠隔アップグレードをキャンセル

4 カーネルバージョンに合いません 400 USB保存装置でマウント失敗

100 保存装置マウント失敗 401 USB保存装置でファイル読取り失敗

101 ファイルが見つかりません 402 USB保存装置でファイルコピー失敗

102 ファイル圧縮解凍失敗 403 USB保存装置が接続されていない

103 リロ（LILO）実行失敗 404 USB保存装置使用中

104 リブート失敗 405 サポートされないファイルシステム

300 遠隔接続失敗 500 バックアップ中であるためアップグレード失敗

バックアップエラーコード

番号 タイプ 番号 タイプ

0 原因不明なエラー 11 保存失敗

1 デバイスエラー 12 ディスクエラー発生

2 デバイス接続失敗 13 JSS-playerの実行ファイルなし

3 CDメディアなし 14 JSS-playerの実行ファイルオープン失敗

4 間違ったメディア 15 JSS-playerの実行ファイル保存失敗

5 同じ名前のファイルがある 16 イメージ作成失敗

6 残容量不足 19 デバイス接続失敗

7 臨時ファイル作成失敗 20 デバイス使用中

8 ディスクオープン失敗 21 サポートされないファイルシステム

9 ディスクフォーマット失敗 22 データ検証失敗

10 データベースが変更される
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故障の際の確認事項

不具合 確認事項

本体の電源が入りません。
	• 電源コードの接続を確認してください。
	• コンセントの電源を確認してください。

リアルタイム映像が映りません。

	• カメラビデオケーブルとの接続を確認してください。
	• モニタビデオケーブルとの接続を確認してください。
	• カメラの電源を確認してください。
	• カメラレンズの取り付け状態を確認してください。
	• メインモニタの現在の解像度を確認します。

DVRが録画中に止まりました。

	• カメラのハードディスクがフルになっている可能性があります。録画された映像
を削除して録画エリアを確保してください。

	• DVRを上書きモードに設定してください。詳しい内容は第3章 ー 設定 ー システ
ム設定 ー 一般を参照ください。

 アイコンが画面に表示されていま
すが録画がされません。

プリイベント設定になっているとイベントが発生しないため録画されていない場合
は、黄色い  と  が表示されます。イベントが発生して録画される場合は、赤い

 と  が表示されます。

システムアップグレードの途中に
DVRが再起動を繰り返し、作業を完
了しません。

アップグレードするファイルのバージョンを確認します。現在システムにインストール
されているバージョンより下位バージョンにアップグレードする場合、デバイスにあ
るファクトリーリセットスイッチを押して工場初期化を先に行います。工場初期化を
行う場合、ユーザーが保存した全てのDVR設定値は消えてしまいます。
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製品の仕様
本製品の仕様は、製品改良のため、事前予告なしに変更されることがあります。

外形寸法図 単位：mm

340

277.3

313.5

25

44

2.5

11.2

ビデオ入力 16ch（BNC）/アナログHD（AHD、TVI）1M、2M、3M、4M、5M、CVBS（NTSC、PAL）
ビデオ出力 HDMI：× 1、VGA：× 1

ディスプレイ解像度
HDMI : 3840 × 2160、1920 × 1080、1280 × 1024
VGA : 1920 × 1080、1280 × 1024

表示速度 最大 480ips

録画解像度
5MP、5MPHALF（1280×1920）、4MP、4MPHALF（1280×1440）、3MP、1920×1080、1280×
720、960×576、960×480、720×576、720×480、 960×288、960×240、640×360、720×288、
720×240、480×288、480×240、360×288、360×240

フレームレート 240ips@1080P、160ips@3MP、240ips@4MPHALF、112ips@4MP、160ips@5MPHALF、112ips@5MP
画像圧縮方式 H.265、H.264
録画モード タイムラプス、イベント、プリイベント、緊急
性能 8ch 1080P 同期再生
検索モード イベントログ、録画テーブル、テキストイン、サムネイル
HDD 内蔵：4TB（標準） / 8TB / 12TB（最大）
バックアップ USB HDD、USBメモリ
RAID －
クライアント接続ポート Gigabit Ethernet × 1
伝送速度 15ips ＠ Full HD/ch（録画と同じ）

イベントアラーム
FTP通知（添付ファイル（.cbf、.mp4））

オーディオ入力 /出力 4 RCA / 1 RCA + 1 HDMI
アラーム入力 /出力 4 In / 1 Relay Out
アラームリセット入力 －
シリアルインターフェース RS232 / RS485（Terminal Block）、USB 2.0 × 2
外形寸法 約 340（幅）× 44（高）× 302.3（奥）mm　※突起物含まず
質量 ）時着装個1 DDH（ g555,2約
使用温度範囲 0～ 40℃（湿度 90%未満　※結露しないこと）
電源／消費電力 DC12V、1.72A、最大 20.64W

同梱物
本体×1、電源ケーブル、電源アダプタ、簡易マニュアル×1、マウス×1、遠隔プログラム/製品
のマニュアルCD、保証書、ハードディスク固定ねじ/SATAケーブル

仕様

、）リプアルイバモ（知通hsuP、）アェウトフソ隔遠（クッバルーコ、））4pm.、fbc.（ルイァフ付添（ liamE



アフターサービスについて
この製品は「保証書」を別途添付しております。所定事項の記入および記載内容をご確認いただき、大切に保管してください。

■ 保証について
正常な使用状態で、保証期間内に万一故障が生じ
た場合には、保証書記載内容により、お買い上げの
販売店（または工事店）が修理いたします。その他の
詳細は保証書をご覧ください。

●保証期間経過後の修理については、お買い上げの
販売店にご相談ください。修理によって機能が維持
できる場合は、お客様のご要望により有料修理いた
します。

●本製品が故障した場合、稼働していない時間に対す
る営業損失は補償対象外になります。

下記事項をお買い上げ販売店にご連絡ください。

① 故障の状況（できるだけくわしく）
② 品名と品番（5MPアナログHD対応16chデジタ
ルレコーダ【JS-RA6016】）

③ お買い上げ年月日（保証書に記入）
④ 製造番号（保証書に記入）
⑤ お名前、おところ、電話番号

修理を依頼されるときは

■ 定期点検・保守について
特に監視用などでご使用の場合は、定期点検の実施をおすすめします。詳しくは、お買い上げ販売店（または工事
店）にご相談ください。

■ 万一故障が発生した場合はお買い上げの販売店にお申し出ください。
　 本製品は当社保証規定に基づいて保証させていただいております。

〒105-5111 東京都港区浜松町2-4-1
世界貿易センタービルディング南館 11階

株式会社 日本防犯システム

www.js-sys.com/
本製品の仕様は製品の質を高めるために事
前の予告なく変更される場合があります。

ご購入元メモ欄


